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犯罪被害者等基本計画に基づく支援

福島県警察本部警務部県民サービス課長

黒須　英昭  
犯罪や事故による被害者やその御家族を支えるため、日々尽力されて

いる公益社団法人ふくしま被害者支援センターの職員の皆様、そして、

その活動を支えておられる会員の皆様には、平素より、警察の被害者支

援をはじめとした業務各般に渡り御支援と御協力を賜り、厚く御礼を申

し上げます。

さて、県内の治安情勢に目を向けますと、本年５月６日に、磐越自動車道において多数の高校

生を乗せたバスが事故を起こし、一人の若く尊い命が失われたほか、大勢の高校生が体やこころ

に怪我を負うという、大変痛ましい事故がありました。その他にも悲惨な交通死亡事故、殺人や

性被害といった凶悪犯罪もあとを絶たない現状にあります。

そのような情勢の中、警察は被害者の無念を晴らすためにも、被疑者の検挙に徹底して取り組

んでいる一方、被害に遭われた方々への支援についても、欠くことのできない重要な業務と位置

づけております。犯罪被害者やそのご家族の方々に対して、刑事手続きの流れ、各種支援制度、

相談窓口の説明や、各種公的負担制度の運用、公認心理師等によるカウンセリングなど、ふくし

ま被害者支援センターと連携を図りながら、様々な支援活動を行っております。

令和８年度から第５次犯罪被害者等基本計画がスタートし、国、地方公共団体、関係機関、警

察が取り組むべき施策等が示されました。同計画については、これまでの支援施策を検証しつ

つ、被害者やそのご家族等へのヒアリングを経て策定されており、警察としましても、新たな施

策となる支援従事者によるトラウマインフォームドケアの理解促進、被害者手帳の作成及び活用

等につきましても、関係機関と連携しながら着実に取り組んで行きたいと考えております。

また、昨年９月から本県において、多機関ワンストップサービスがスタートし、コーディネー

ト業務をふくしま被害者支援センターに担っていただいておりますが、日々その存在感が大きく

なってきていると感じております。県警察としましても、被害者支援のパートナーとして更に連

携体制を強化し、より被害者に寄り添った支援を充実していけるよう協力していきたいと考えて

おります。さらには、寄附型自動販売機の設置拡大、ホンデリング制度の更なる普及等を通じ

て、同センターの財政基盤を支えていきたいと考えております。

結びに、皆様の益々の御健勝と、ふくしま被害者支援センターの更なる御発展を祈念いたしま

して、御挨拶とさせていただきます。
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公益社団法人ふくしま被害者支援センター

専務理事　川　島　　　武

　令和８年３月に専務理事に選任され、日々被害者等からの相談内容に触れ、支援の必要性、重要性を痛感し

ているところです。犯罪被害者等の電話相談や付き添いなど数的なものとして、扱い件数が前年に比べ、特に

性暴力に関する件数が増加しており、また、その被害の内容や被害者が置かれている状況が複雑で多岐にわた

るケースが増加しています。このような中、多機関ワンストップサービスという制度が運用開始されました。

これは被害者等のニーズが複数の機関にまたがる場合、当センターが中軸となり、それぞれの機関が連携し、

被害者等の二次被害を防止しながら支援を継続するというもので被害者等にとって有益な制度であります。当

センターとしては、新たな制度を加え充実した支援活動ができるよう努力してまいりますので、皆様からの一

層のご支援、ご協力をお願いいたします。

　令和８年６月12日㈮にホテル福島グリーンパレスにおいて、定時総会を開催し、「令和８年度事業計画」「令和

８年度一般会計収支予算」「令和８年度一般会計収支補正予算」「令和７年度事業報告」「令和７年度決算報告」「定

款一部変更」「役員（理事）の選任」の議案が可決、承認されました。これにより令和８年度は「⑴被害者支援内容

の充実 ⑵被害者支援体制の強化と質の向上 ⑶関係機関団体との更なる連携 ⑷広報啓発活動の強化 ⑸財産基

盤の強化」以上を重点とした事業を推進することとなりました。

理事長挨拶 定時総会の様子

■令和７年度　収支決算報告� ■令和８年度　収支予算�
令和８年６月12日現在（敬称略）

役　　職 氏　　名 現　　職

理 事 長 生島　　浩 福島大学名誉教授

副理事長 澤井　　功 澤井法律事務所所長

副理事長 野口まゆみ 福島県被害者等支援連絡協議会会長

理 事 安達　和久 福島県商工会議所連合会常任幹事

理 事 石橋　真一
福島民友新聞株式会社

執行役員総務局長兼経営企画室長

理 事 金子　市夫 福島県商工会連合会専務理事

理 事 原　喜代志 JA福島中央会代表理事会長

理 事 蔵敷　大浩 福島トヨタ自動車株式会社代表取締役社長

理 事 佐藤　良也 一般財団法人福島県自動車会議所会長

理 事 今　　弘喜 自動車安全センター福島県事務所長

理 事 角田　守良 株式会社福島民報社総務局長

理 事 橋本　節子 福島県臨床心理士会被害者支援委員会委員長

理 事 菅野　智行 一般社団法人福島県精神科病院協会会長

理 事 穂積　幸子 福島県弁護士会犯罪被害者委員会委員長

理 事 水野　英一 福島県精神保健福祉士会会長

理 事 齋藤　貴浩 福島経済同友会事務局長

専務理事 川島　　武 公益社団法人ふくしま被害者支援センター

監 事 安斎　勇雄 安斎勇雄会計事務所所長

監 事 勝倉　伸治 株式会社東邦銀行総務部長

■令和８年度　理事・監事　新体制�
（単位：円）

決算（収入の部）

会 費 2,438,000

補 助 金 等 29,245,183

寄 付 金 6,401,951

雑 収 入 62,065

経常収益計 38,147,199

（単位：円）

決算（支出の部）

事 業 費 31,001,605

管 理 費 9,258,507

経 常 費 用 40,260,112

（単位：円）

事業活動（収入の部）

会 費 2,700,000

補 助 金 等 40,925,000

寄 付 金 6,500,000

雑 収 入 10,000

経常収益計 50,135,000

（単位：円）

事業活動（支出の部）

事 業 費 40,556,000

管 理 費 9,579,000

経 常 費 用 50,135,000

新 専 務 理 事 挨 拶

令和８年度　公益社団法人ふくしま被害者支援センター総会の開催
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　令和７年度の当センターにおける相談・支援件数の合計は1,104件（うちSACRAふくしま903件）であり、前年比

337件増加している。「SACRAふくしま」の相談・支援件数は、当センター全体の81.8％を占めており、性暴力被

害に関する相談が高い数値を示している。

●全国との相談件数概数

48都道府県各センター（北海道２カ所）が取り扱った、令和７年度の相談総件数は59,724件であり、そのうち、

当センターで取り扱った相談総件数は1,104件である。また最も多い相談は性犯罪被害で全センターでの相談総

件数は31,942件であり、うちSACRAふくしまで取り扱った総件数は903件である。48センター平均は665件であり、

48センター平均より高い水準となっている。
公益社団法人全国被害者支援ネットワーク（「令和７年度ネットワーク加盟団体の活動状況より」）

■支援員Voice ！

■支援員 M

昨年度から支援員として活動して

おり、研修を通して被害者支援全般

に関する知識を学び、少しずつ実践

につなげられるよう励んでいます。

支援員としての活動の中で、相談に

対してどのような声かけや対応が適切なのか悩み、

不安を感じることもありますが先輩支援員の方々に

ご指導いただきながら日々学んでおります。今後も

一人ひとりに寄り添った支援ができるよう努めてい

きたいと思います。

■支援員 K

１月から支援員の活動をさせてい

ただいております。普段は障がいの

ある方の相談支援業務をしています。

障がいのある方の相談業務とはまた

違う難しさや緊張感を感じつつ、そ

の方が本来持っている力を大事にするというエンパ

ワメントの視点は共通するものだと感じています。

当事者やご家族の回復の過程の一助になれれば幸い

です。どうぞよろしくお願いいたします。
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相 談・支 援 状 況
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　令和８年度「被害者支援員養成講座」は５月27日から７月６日の間に全国ネットワークのカリキュラムに基づ

き全41時間の講義を実施致しました。本年度は受講者８名が参加し、犯罪被害者ご遺族、全国被害者支援ネッ

トワークの認定講師、弁護士、医師、県警察、県男女共生センター、刑務所、検察庁、市町村等各分野の専門

家を招致し、被害者の支援に対する見識を深めました。

活動月 活 動 内 容

通年 ●�当センターホームページ等を通じての寄付型自動販売

機の設置拡大・ホンデリングの周知活動

令和７年

４月

●第１回インテーク会議

●総合的対応窓口相談業務集計に関する説明会

●新任事務局長等会議

●全国事務局長会議

５月 ●第２回インテーク会議

６月 ●�第１回継続研修会「過去の事例の振り返りや疑問や質

問への回答」

● �2025年度対人援助に関わる人のための「心を学ぶ講座」

●令和７年度犯罪被害者等コーディネーター研修

● SNS による広報

７月 ●第２回継続研修会「解離性同一性障害等について」

●第３回インテーク会議

● �2025年度対人援助に関わる人のための「心を学ぶ講座」

●自助グループ・ファシリテーター育成研修

●第 10 回性暴力救援センター全国連絡会議

●会計セミナー

●令和７年度「全国犯罪被害者等支援実務者会議」

９月 ●第３回継続研修会「性的同意は世界を救うについて」

●第４回インテーク会議

●令和７年度経理事務担当者研修

●北海道・東北ブロック事務局長会議

● SNS による広報

活動月 活 動 内 容

10 月 ● �2025年度対人援助に関わる人のための「心を学ぶ講座」

● �DV・性暴力被害者に関わる支援のための研修講座

2025　A コース

●�令和７年度全国被害者支援ネットワーク質の向上研修

下半期研修会（北海道・東北ブロック）A

●�令和７年度交通事故被害者サポート事業「自助グルー

プ運営・連絡会議」

11 月 ●第４回継続研修会「記録の取り方について」

●第５回インテーク会議

●当センター相談支援業務の現状等の新聞掲載

●県警との共催事業～支援の輪を広げるつどい～

●街頭広報・募金活動

12 月 ●第６回インテーク会議

●令和７年度支援活動責任者研修

令和８年

１月

● �DV・性被害者に関わる支援のための研修講座 2025

A コース

●�令和７年度全国被害者支援ネットワーク主管課題研修

（上級）

２月 ●第５回継続研修会「DV 支援の流れについて」

●第７回インテーク会議

●令和７年度全国被害者支援ネットワーク春季全国研修会

● �2025年度対人援助に関わる人のための「心を学ぶ講座」

●�社会に定着させようトラウマインフォームドケアフォ

レンジング支援者養成プログラム

開講式・オリエンテーション ジェンダーセンシティビティートレーニング講座

令和７年度定期総会の様子 県民共済様ご寄付 2025年度 支援の輪をつなげる集い 広報活動

支援者自身のストレスマネジメント・自分に気づく演習

活動報告　「令和８年度　被害者支援活動員養成講座」開催

年間活動報告（令和７年度）
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「子ども食堂研修会」「子ども食堂研修会」
特定非営利活動法人　ビーンズふくしま様より

今回の研修会では、性暴力の被害が子どもたちの心身

に長期的な影響を与えることや、被害後の対応次第で回

復に大きな差が生まれること、そして性被害は特別な場

所だけでなく身近な人間関係の中でも起こり得ることを

学ばせていただきました。安心できる環境の中で子ども

の気持ちに寄り添うことの大切さを感じ、子ども食堂の

運営者として、普段の関わりの中で子どもの小さな変化

に気づける存在でありたいと強く思う研修会となりまし

た。これからも子どもたちが安心して過ごせる居場所づ

くりを、地域の皆さんとしっかりと行っていきたいと思

います。今回は貴重な研修会をありがとうございました。

「第１回　継続研修会」「第１回　継続研修会」
令和８年６月１日に、被害者支援センターで支援員を

対象に「第１回継続研修会」が行われました。内容とし

ては「①多機関ワンストップサービスについて」「②被害

者緊急支援金について」「③公費負担について」「④犯罪

被害者等見舞金制度について」「⑤事例紹介」についての

研修が行われ、質疑応答や意見交換も活発に行われ、支

援能力の向上を図ることができました。

「命の授業」「命の授業」
令和８年５月 28 日二本松第二中学校において娘さんを

交通事故で亡くされた大崎礼子さんのお話を聞く授業が

オンラインも含め３校合同で行われた。飲酒運転による

事故で突然７歳の命が奪われた。皆さんは大切な人を失

うことを考えたことがありますかと話された。いつもの

生活が突然失われる。一緒に登校していた次男は自分が

早く気付けば助かったかもしれないと考え、長男は自分

が避けなければ妹は助かったかもしれないと後悔してい

た。母親である自分も朝、もっとゆっくり話をしていた

ら事故に遭わなかったのではと考え泣いてばかりいて辛

い毎日だった。加害者にはすぐなれるが、皆さんには加

害者にはなって欲しくない。今日の話を少しでも心に残

してくれたらうれしいと話された。

活 動 報 告
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ふくしま被害者支援センターの活動を支援していただいた皆様
センターの活動を支えてくださる皆様に心から感謝申し上げます。

寄付金及び賛助会員として、財政支援をいただいた方をご報告申し上げます。
（令和７年４月から令和８年３月）

ご協力いただいた賛助会員・寄付金は、犯罪被害者等を支援する活動に活用させていただきます。

※個人情報保護を目的としてご芳名は希望される方のみとさせていただいております。

澤井　　功 生島　　浩 橋本　節子 穂積　幸子 野口　まゆみ 渡 　佳子

（一社）福島県安全運転管理者協会 （一社）福島県警備業協会 （一社）福島県警友会

（一社）福島県交通安全協会 （一社）福島県指定自動車教習所協会 （一財）福島県自動車会議所

（一社）福島県精神科診療所協会 （一社）福島県精神科病院協会 （株）大東銀行

（株）東邦銀行 （株）福島銀行 （株）福島民報社

（公財）福島県暴力追放運動推進センター （公社）福島県歯科医師会 （公社）福島県防犯協会連合会

社会福祉法人福島県社会福祉協議会 福島経済同友会 福島県商工会議所連合会

福島県商工会連合会 福島県精神保健福祉士会 福島県農業協同組合中央会

福島トヨタ自動車（株） 福島民友新聞（株）

正　会　員 （順不同・敬称略・匿名希望者を除く）

荒井　俊直 安倍　義典 足立　龍太 吾妻　一照 阿部　邦明 粟野　　章

五十嵐克也 石井　弘敬 石田　冴子 市川　勝正 板橋　　仁 伊藤　孝行

伊藤　俊晴 伊藤　俊美 稲村　信一 今井　敏美 今泉　仁美 今泉　満臣

浦山　桂二 江連　俊治 遠藤　晃成 遠藤　昭一 遠藤　　孝 遠藤　　勉

遠藤　恒友 遠藤　英明 大木　早苗 大髙　新一 小島　智子 小手森　正

角田　晶子 影山恵理子 金澤　博信 金子　卓也 金田　和也 鹿目　秀樹

川島　　武 菅野　晴隆 菅野　浩司 菊池　一志 菊地　利勝 菊地　正敏

菊地　幹郎 木村　　進 黒澤　　毅 黒津　康司 桑原　　大 近藤　勇一

小池　信也 小泉　　剛 小泉美ノ助 郷　　修二 合津　長治 國分　政康

小林　　勉 小林　瑞秀 小桧山ナミ子 今野　金哉 紺野　　高 斎藤　　勲

齋藤　　修 齋藤　　茂 斉藤　恒一 齋藤　浩二 齋藤　俊雄 斎藤　秀子

佐川由起子 佐々木　賢 佐藤　憲一 三瓶　金一 佐藤　匡貴 佐藤　浩一

佐藤　英和 佐藤　福寿 佐藤　正人 佐藤　道拓 塩田　　徹 志賀　則夫

鴫原　貴洋 宍戸　京子 白岩　隆文 白鳥由起子 菅沼　裕子 菅原　裕介

杉野信太郎 鈴木　昭彦 鈴木　一利 鈴木　桂子 鈴木　貴雄 鈴木　隆二

関根　　豊 瀬戸　遼人 高瀬　　淳 髙田　智恵 髙橋　義広 髙野　弘一

髙野　智典 高宮　　優 田代　　均 田淵　眞龍 丹治　勇雄 束原　康文

東條　　功 内藤　恒久 七海　暢一 二階堂賢子 西牧瑠美子 西山　尚利

根本　誠司 野口　博行 畠　　信七 半澤　　晃 廣木　康二 廣田　哲夫

日渡　大輔 深谷　由香 福田　　満 藤井　和久 古川　　茂 星　　　功

星　　正人 星　　智幸 本名　　彰 幕田　幹夫 増子喜代美 増子　　浩

松﨑　幸夫 松田　文子 松本美津子 松本　圭人 間舩　芽生 水口　和美

緑川　　渉 三本　ミチ 宮澤　　優 森　　智秀 八島美恵子 安田　未央

矢吹　吉弘 八巻　文枝 山口　一明 山田　浩司 矢野　　愼 山田　雅彦

山本　真一 湯田　宗男 湯田　清一 弓田　昭人 横橋　良子 横山　謙治

吉田　英一 吉田　弘道 吉川　幸雄 吉田　佳生 渡 　　修 渡 　和也

渡 　邦雄 渡部　純夫 渡 　武文 渡部　道子

賛 助 会 員【個 人】 （順不同・敬称略・匿名希望者を除く）

御 寄 附 を い た だ い た 方 々 （順不同・敬称略・匿名希望者を除く）

穴澤　　啓 飯島　　功 小島　丈幸 酒井　利美 佐藤　裕治 真田　　隆

三瓶　昌宏 白石田俊幸 田部　淳一 横田　喜行 三浦　　宏 渡部　　公

猪苗代地区交通三団体チャリティーコンペ参加者一同 （株）二嘉組

喜多方遊技業組合 さとう内科医院 新常磐交通（株）自動車教習事業部

東陽重機㈱ 福島県民共済生活協同組合 福島県遊技業協同組合連合会

広川行政書士事務所 （有）伊野積善社 若松遊技業組合
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会津自動車工業㈱ 会津美里地区金融機関防犯協会 会津美里地区防犯協会 会津薬品産業㈱

アイワビルド（株） 安全運転管理郡山事業主会 安全運転管理白河事業主会 （医）敬仁会なかのクリニック

（医）佐原病院 （医）西口クリニック婦人科 （一社）生命保険協会福島県協会 （一社）福島県医師会

（一社）福島県自家用自動車協会 （一社）福島県自動車整備振興会 （一社）福島県自動車販売店協会 （一社）田村医師会

（一財）竹田健康財団　竹田綜合病院 いわき小名浜ロータリークラブ いわき東警察官友の会 いわき東警察署

扇町自動車学校 小名浜製錬（株）小名浜製錬所 （株）あおき （株）アトリエ・オレンジ

（株）小野屋漆器店 （株）会喜 （株）釜屋 （株）兼子組

（株）クレハ　いわき事業所 （株）サン・ベンディング福島 （株）シーズ （株）タイヘイドライバーズスクール

（株）ナックス （株）日進堂印刷所 （株）日本海水 （株）野地組

（株）野馬追の里 （株）ハニーズホールディングス （株）福陽自動車教習所 （株）星電設

（株）マインド （株）マルト商事 （株）薬樹 （株）渡辺土木

神田産業（株） 協同組合県北地区浄化槽管理協会 （公社）福島県バス協会 郡山北警察署本宮分庁舎

郡山地区安全運転管理者協会 郡山地区交通安全協会 郡山ヤクルト販売（株） 佐藤工業（株）

佐藤内科小児科医院 庄司建設工業（株） 司法書士すずき法律事務所 宗教法人　西根神社

白河自家用自動車協会 白河地区安全運転管理者協会 鈴木運送（株） すずきレディースクリニック

セキスイハイム東北（株）福島支店 相馬港湾運送（株） 損害保険料率算出機構 伊達貨物運送（株）

田村警察署 東信建設工業（株） 東白商事（株） 東北建設（株）

東北電力（株）福島支店 東和（株） 成田食品（株） 二本松ウイメンズクリニック

日立GEニュークリア・エナジー（株）福島現地事務所 日野金属産業（株）

東日本高速道路株式会社東北支社郡山管理事務所 東白川建設業暴力追放推進協議会 福島北警察署

福島県軽自動車協会 福島県警察本部　運転免許課 福島県警察本部　生活安全企画課 福島県信用金庫協会

福島県レンタカー協会 富士印刷（有） ベストファーム（株）

弁護士法人　ブレインハート法律事務所　菅野晴隆 堀江工業（株） 本宮地区出身警察職員父兄会

南会津自家用自動車組合 （有）芳賀モーター商会 （有）本多自動車工場 （有）ユニフーズ

賛 助 会 員【法 人・団 体】 （順不同・敬称略・匿名希望者を除く）

福島警察署 白河警察署 相馬警察署 富久山自動車学校

福島署川俣分庁舎 棚倉警察署 いわき中央警察署 扇町自動車学校

福島北警察署 石川警察署 いわき東警察署 本宮自動車学校

福島北警察署桑折分庁舎 猪苗代警察署 いわき南警察署 平中央自動車学校

伊達警察署 会津若松警察署 いわき中央警察署常磐分庁舎 福島県軽自動車協会

二本松警察署 会津若松警察署会津美里分庁舎 双葉警察署 （一財）福島県自動車会議所

郡山警察署 喜多方警察署 双葉警察署浪江分庁舎 石橋建設工業（株）

郡山北警察署 会津坂下警察署 福島県警察本部警務部県民サービス課 セキスイハイム東北（株）福島支店

郡山北警察署本宮分庁舎 南会津警察署 福島運転免許センター（県交通安全協会） HRオペレーションセンター誠

須賀川警察署 南相馬警察署 郡山運転免許センター（県交通安全協会）

募金箱を設置していただいている事業所 （順不同・敬称略・匿名希望者を除く）

会津交通（株） 会津坂下警察署 会津若松卸商団地協同組合 会津若松警察署

アームス駅東テナントビル （医）佐原病院 石川警察署 石橋建設工業（株）

猪苗代警察署 猪苗代生コン（株） いわき市小名浜神成場 いわき東警察署

いわき中央警察署 いわき中央警察署常磐分庁舎 いわき南警察署 ecoショップコバヤシ

エリエールプロダクト（株） A&Kホンシュウ（株） 扇町自動車学校 （株）小林エネルギーセンター

（株）平中央自動車学校 （株）ニチイ学館福島支店 北郡山カントリークラブ 喜多方警察署

（公社）福島県トラック協会会津支部 （公社）福島県トラック協会県中支部 郡山運転免許センター 郡山北警察署

郡山北警察署本宮分庁舎 国際ビジネス公務員大学校 小林GS渡利花見山店 こまたコーポラス

斎藤運輸工業（株） （社福）容雅会特別養護老人ホームサニーサポート小名浜 庄司建設（株）

白河警察署 須賀川警察署 セキスイハイム東北（株） 関場建設（株）

セントラルMEGASTAGE1000南相馬ジャスモール店 総合葬祭（株）あおき 相馬警察署

相馬港湾運送（株） 伊達警察署 伊達物産（株） 棚倉警察署

田村警察署 田村警察署小野分庁舎 テクノメタル（株） 東信建設工業（株）

中野病院 日東グラスファイバー工業（株） 日本製紙（株） 二本松警察署

福島運転免許センター 福島北警察署 福島県警察学校 福島県警察機動センター

福島警察署 福島県警察本部庁舎 福島赤十字病院 福島東邦運輸倉庫（株）

福島犯罪被害者支援VM 富久山自動車学校 双葉警察署 双葉警察署浪江分庁舎

道の駅南相馬 南会津警察署 南相馬警察署 盛英自動車（株）

（有）奥羽陸運 （有）ティーエス観光 （有）芳賀モーター商会 酪王協同乳業（株）会津営業所

被害者支援（寄付型）自動販売機を設置していただいている事業所 （順不同・敬称略・匿名希望者を除く）
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【募金箱設置のご案内】

賛助会員募集中
　当センターは、活動経費の多くが皆様の会費、ご寄付により運営されています。

年会費  ○ 個人…1口　 2,000円より　○ 法人・団体…1口 10,000円より

〒960-8041　福島市大町４-15  チェンバおおまち４F　TEL／FAX 024-523-1550
＊当センターは公益法人です。会費を納めたり、寄付をした場合は税法上の優遇措置があります。
＊寄付は金額を問いません。（賛助会員以外）

福島県公安委員会指定「犯罪被害者等早期援助団体」
公益社団法人ふくしま被害者支援センター　 https://www.vsc-fukushima.net/

　施設関係や企業及び団体に設置のご協力を
お願いしています。
　ご連絡いただければ、募金箱をお届けします。

被害者支援自動販売機の設置協力企業

㈱伊藤園

㈱サン・ベンディング

サントリービバレッジソリューション㈱

ナショナルベンディング㈱

ヤクルト販売㈱

ダイドードリンコ㈱

コカ・コーラボトラーズジャパン㈱

三本珈琲㈱

酪王協同乳業㈱

㈱アペックス

ネオス㈱

（順不同・敬称略）

貼るだけで設置完了です
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